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芦屋市環境処理センター運営協議会(5/19)からの意見等 

項 目 意 見 等 対 応 ・ 考 え 方 

施設計画 

公害防止対策を図り、最終処
分場(フェニックス)に負担がか
からないよう整備してほしい。)

 当基本計画の策定において、公害防止
に係る法令の規制値等を整理し、公害防
止に関する基準及び計画の検討を行い
ます。 

基本方針の３つの目標に即
した施設としてほしい。 

基本方針の目標及び方向性を実現す
るよう、当基本計画の策定を進めていき
ます。 

災害に強く、発災時には柔軟
な施設運営が可能となるよう
建物配置や設備内容の検討を
してほしい。 

 災害に備え、安定した廃棄物処理が行
えるよう、施設計画の検討を行います。

施設計画や多面的価値創出
の検討は、市民全体の意見を集
約しながら進めてほしい。 

施設整備基本計画検討委員会での検
討内容は、市HPで公表し、広報紙でも
定期的に関連記事を掲載する等して周
知に努めており、今後も継続し取組んで
いきます。 

多面的価値の創出 

処理センター内の既存樹木
(竹)について、撤去せず残して
おいてほしい。 

市民の方々に親しまれ利用できる施
設づくりを考えており、緑を確保すると
いう観点、また、多面的価値の創出の観
点からも意見等をお聞きしながら検討
を進めていきます。 

建物の屋上を利用した緑の
空間や菜園を整備すれば、市民
が来所して利用できると考え
る。 

市民の方々に親しまれ利用できる施
設づくりを考えており、緑や市民利用ス
ペースの確保という観点から、意見等を
お聞きしながら検討を進めていきます。

発電設備を整備する場合、初
期投資を始め、供用開始後の運
転や維持管理に伴う費用が発
生する。 
費用全体として、発電するこ

とでメリットはあるのか。 

発電による電力は、焼却炉の運転等で
自家消費し、さらに、余剰電力も生じる
と想定しています。(パイプライン施設
があるため、他自治体の焼却施設に比べ
消費電力が高くなっています。) 
休炉時(焼却炉の点検等による)の発電
対応(電力の確保)の検討は必要ですが、
費用全体としてはマイナスにはならな
いと考えています。 
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 防災拠点と位置付けて施設
等を整備したとしても、発災時
には焼却施設が稼働不能とな
り発電ができず、電力も確保で
きないと思う。 

施設等整備に要する面積・費用・効果
等、あらゆる観点から現実的な検討を進
めていきます。 

津波等災害発生時の避難場
所等という位置付けではなく、
防災用品等の備蓄センター的
な施設という考えであれば良
いと思う。 

施設整備基本計画項目のうち災害対
策計画の検討の中で整理し、また、防災
関係部署とも調整しながら検討を進め
ていきます。 

公害防止計画 

新施設についても、公害防止
協定を締結し、運営協議会を設
置してほしい。 

新焼却施設に対する公害防止協定に
ついては、当運営協議会を始めとし、関
係者の方々との協議・調整を行っていく
こととしています。 


